
薔
蹟
か
ら
螢
掘
し
だ
も
の
ε
い
ふ
。
石
材
は
瓜
畦
特
殊
の

ラ
プ
石
で
、
長
約
二
尺
四
寸
、
幅
一
尺
三
寸
位
、
彫
刻
は

必
ら
す
し
も
美
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
瓜
畦
古
代
彫
像

の
旧
離
考
品
こ
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
愚
論
の
彫
像

の
東
邦
に
傳
は
る
も
の
は
恐
ら
く
絶
無
で
あ
ら
う
ご
思
ふ

し
、
特
に
近
牽
は
蘭
國
政
府
に
於
て
も
、
英
領
印
度
に
於
け

る
が
如
く
、
内
地
の
古
美
術
品
を
國
外
に
輪
画
す
る
を
嚴

禁
し
て
居
る
か
ら
、
今
後
も
其
優
秀
の
墾
考
品
を
獲
る
事

は
困
難
で
あ
ら
う
ご
も
考
へ
漸
く
之
を
將
來
す
る
こ
ご
に

し
た
Q
此
彫
像
は
男
珍
く
農
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
婆
羅
門

凶
徒
の
作
る
所
で
あ
ら
う
が
、
先
づ
九
世
紀
前
後
の
作
ら

し
い
。
ラ
ヴ
石
は
質
頗
る
粗
で
あ
る
が
、
上
に
は
自
適
を

厭
う
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
石
質
の
如
何

は
製
作
當
時
に
は
絵
り
外
甥
上
面
係
し
な
か
っ
た
も
の
ご

思
ふ
Q
今
存
す
る
遺
物
に
は
其
上
部
の
着
色
悉
く
鋼
落
し

殆
ん
ご
見
る
べ
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
が
、
此
像
に
は
爾
ほ

亭
々
臼
垂
を
存
し
、
着
色
も
極
め
て
薄
く
な
っ
て
居
る
が

梢
之
を
認
め
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。

経
濟
地
理
上
よ
り
見
れ
ろ
戦
後
の
世
界

（
下
）

丈
學
士
　
寺
　
　
田

貞
　
　
次

　
先
づ
歴
史
的
に
槻
ま
す
ε
、
夫
の
古
代
の
文
明
が
地
中
　
　
て
田
本
に
傳
た
の
は
、
主
ビ
し
て
交
通
上
の
關
係
で
あ
っ

海
東
部
に
螢
し
、
希
臓
に
傳
は
り
、
羅
馬
に
盛
へ
、
西
班
　
　
た
Q
希
臓
に
せ
よ
、
伊
太
利
に
せ
よ
、
朝
鮮
に
せ
よ
、
皆

牙
に
移
り
、
又
印
度
の
文
明
が
支
那
に
盛
へ
、
朝
鮮
を
経
　
　
畑
島
國
で
あ
る
。
之
は
人
文
地
面
上
、
孚
島
は
文
朋
の
媒

　
　
　
第
六
巻
　
　
　
糀
鵜
　
纂
　
　
　
経
濟
地
理
上
よ
り
見
六
る
職
後
の
全
円
冴
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
七
三
　
　
（
二
四
三
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
維
群
地
理
上
よ
り
見
糞
る
職
後
の
世
界
（
下
）

介
者
、
一
種
の
橋
で
あ
る
ご
串
す
所
以
で
あ
り
ま
す
。

（
難
儀
蠣
氏
）
然
し
現
今
の
文
明
は
、
決
し
て
交
通
の
み

の
關
係
で
な
い
。
石
炭
、
鐵
に
め
り
ま
晦
か
ら
し
て
、
此
二

要
素
を
備
…
へ
て
居
な
い
下
地
は
衰
へ
た
Q
希
臓
曲
馬
の
振

は
ざ
る
、
西
班
牙
の
…
進
歩
中
止
せ
る
、
皆
之
が
爲
で
あ
り

其
代
り
從
來
世
界
に
覇
を
膳
へ
た
英
、
濁
、
佛
等
を
見
る
ご

何
れ
も
石
炭
、
鐵
の
主
筆
で
な
い
慮
は
な
い
の
で
あ
る
故

に
隊
洲
列
強
の
將
來
を
槻
察
す
る
に
も
、
亦
此
二
要
素
を

標
準
ε
し
て
も
、
必
ず
し
も
誤
で
は
な
か
ら
う
ご
思
ふ
。

　
此
貼
に
於
て
、
欧
洲
交
戦
國
中
伊
太
利
は
全
く
不
利
の

境
遇
に
在
る
。
伊
太
利
は
周
に
海
を
擁
し
、
北
部
は
大
山
脈

を
以
て
列
強
ご
隔
絶
し
、
地
中
海
を
脾
睨
す
る
の
位
地
を

有
し
、
交
明
螢
置
上
有
利
の
漁
業
を
有
す
る
に
も
拘
は
ら

す
、
戦
前
よ
b
國
蓮
衰
退
の
傾
向
を
示
し
、
産
業
に
於
て

貿
易
に
託
て
、
登
展
の
跡
を
認
め
な
い
の
は
、
一
に
門
内

地
産
な
く
、
殊
に
工
業
の
二
要
素
を
鉄
で
居
る
爲
で
、
將

來
に
曾
て
も
必
ず
や
今
の
厭
態
を
脱
す
る
事
は
不
可
能
ご

錦
二
號

七
輪
　
（
二
四
四
）

考
へ
ら
れ
る
Q

　
次
に
佛
國
を
宿
る
に
、
此
國
は
其
位
遣
、
海
の
關
係
地

勢
等
に
撃
て
、
入
直
上
申
分
な
き
國
で
あ
る
。
夫
で
早
く

交
明
の
域
に
達
し
、
交
學
、
美
術
の
中
心
ご
な
っ
た
。
而

て
現
ム
ー
重
要
な
石
炭
は
國
の
東
北
部
及
中
央
ブ
ラ
塾
－
に

多
少
産
出
す
る
け
れ
ご
も
、
鐵
の
産
の
之
に
俘
は
な
い
の

ざ
、
製
乱
淫
の
登
達
に
於
て
他
心
に
劣
り
、
造
船
業
の
著

し
き
な
く
、
海
上
に
於
て
甥
岸
英
ご
敵
す
る
事
は
嶺
摩
す

殖
民
地
こ
し
て
は
、
佛
領
印
度
支
郷
客
雲
．
9
げ
畠
。
巳
2

、
壁
ぼ
繍
》
一
σ
q
o
ユ
2
察
手
飼
ジ
ω
窪
。
σ
q
葬
O
自
圃
p
o
2
ソ
幽
艶
σ
q
霧
。
鍵

盤
を
有
し
、
多
く
は
熟
懇
に
位
し
て
居
る
の
で
熟
帯
地
産

物
を
得
る
便
利
は
あ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
工
業
の
擾
達
著

し
く
な
い
。
軍
に
美
術
國
ご
し
て
欧
洲
に
於
け
る
流
行
の

中
一
5
を
な
す
に
止
た
。
其
結
果
は
儒
艮
は
画
趣
に
陥
り
、

理
想
の
み
高
く
、
…
進
取
の
氣
を
失
ひ
、
入
口
の
如
き
も
其

結
果
減
少
し
、
貿
易
年
に
衰
退
の
傾
向
こ
な
つ
だ
。
今
次

の
職
箏
に
依
り
、
石
炭
、
鐵
の
産
地
た
る
≧
。
・
9
8
ピ
霞
義
器



を
恢
復
し
た
事
は
、
邸
将
に
衰
頽
せ
ん
ビ
す
る
岩
魚
に
取
て
　
　
の
援
助
に
依
り
、
秩
序
の
恢
復
、
探
瞼
、
調
査
、
富
源
の

は
、
無
二
の
好
都
合
で
は
あ
る
が
、
何
分
戦
飢
中
費
し
た
　
　
開
設
を
敷
ゆ
べ
き
の
時
で
あ
る
と
考
へ
る
。

戦
費
は
亘
大
で
あ
b
、
識
力
疲
弊
し
て
居
る
の
で
産
業
の
　
　
　
次
は
愈
猫
逸
で
あ
る
が
、
猫
逸
は
北
部
は
黍
耳
な
れ

恢
復
は
容
易
の
業
で
な
い
。
今
暫
く
は
北
米
合
衆
國
等
の
　
　
ざ
、
地
味
肥
沃
な
ら
す
、
南
部
、
西
部
は
山
毒
性
に
し
て

援
助
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
澱
状
態
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
北
方
僅
に
海
岸
を
有
す
る
の
み
、
ラ
イ
ン
の
流
は
あ
れ
ご
、

　
次
に
露
西
亜
を
観
る
に
、
此
國
は
前
述
の
如
く
西
比
利
　
　
河
ロ
は
他
領
に
入
る
ご
云
ふ
有
様
で
、
其
周
團
の
状
況
は

亜
を
却
ふ
る
時
は
地
積
墨
客
無
邊
、
生
産
物
に
富
む
。
然
　
　
佛
蘭
西
に
劣
て
居
る
。
然
し
夫
の
欧
亜
交
通
の
大
通
路
た

し
佳
民
の
文
化
欧
洲
中
最
幼
維
、
人
口
も
少
く
、
爲
に
富
源
　
　
り
し
U
餌
ヨ
σ
。
は
、
填
勾
地
方
よ
り
此
國
に
入
り
、
空
膏
。

の
利
用
完
全
で
穴
ひ
い
。
石
炭
の
如
き
は
各
所
之
を
産
す
ご
　
　
上
流
に
於
て
之
ご
近
接
せ
る
爲
に
、
東
方
に
起
た
文
明
は

難
、
採
掘
未
だ
毅
達
し
居
ら
す
、
汽
車
汽
船
は
今
爾
薪
を
　
　
早
く
國
内
に
傳
は
り
、
住
民
は
組
織
的
、
研
究
的
の
性
賛

以
て
石
炭
に
代
ふ
る
の
程
度
で
あ
る
。
鐵
の
産
は
未
だ
未
　
　
で
あ
る
の
ご
、
土
地
肥
沃
な
ら
ざ
る
に
せ
よ
、
英
國
の
如

知
者
で
、
弓
馬
ご
の
愚
答
の
虞
に
は
有
望
な
石
淡
、
鐵
の
　
　
く
之
を
放
棄
せ
す
、
人
爲
的
に
改
良
を
加
へ
、
國
内
の
需

産
地
が
あ
っ
だ
が
、
・
今
度
は
ポ
ー
ラ
ン
ー
3
の
濁
立
に
よ
り
　
　
要
を
撫
す
だ
け
の
牧
穫
は
な
き
に
せ
よ
、
樹
農
業
の
襲
達

此
富
を
失
ふ
事
に
な
り
、
方
々
工
業
の
獲
達
は
特
種
工
業
　
　
を
計
b
、
ラ
イ
ン
洛
岸
底
上
シ
レ
ジ
ア
の
石
炭
、
鐵
を
利

以
外
に
は
心
素
遽
で
め
る
の
み
な
ら
す
目
下
は
所
謂
遇
激
　
　
馨
し
、
製
鐵
を
始
め
、
工
業
の
螢
達
に
努
力
し
、
殊
に
化

派
の
世
中
で
、
國
内
墨
黒
で
あ
る
か
ら
、
経
蔵
的
恢
復
を
見
　
　
學
工
業
に
慌
て
世
界
猫
特
の
地
位
を
保
ち
、
國
富
よ
く
世

る
逡
に
は
前
途
爾
遼
遠
の
威
が
す
る
。
冒
下
の
庭
は
他
國
　
　
界
戦
孚
に
於
て
、
四
ケ
年
の
長
日
月
を
維
持
し
、
あ
ら
ゆ

　
　
　
第
六
巻
　
　
錐
　
纂
　
　
縄
濟
地
理
上
よ
り
見
六
る
戦
後
の
世
界
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
瀧
　
　
　
七
五
　
（
ご
四
五
）



第
点
ハ
巻
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
勲
記
漁
｝
理
上
よ
日
ツ
貯
兄
六
る
戦
後
の
世
黒
ハ
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
競
　
　
　
　
・
七
山
ハ
　
（
二
四
六
）

る
名
機
、
名
案
を
以
て
交
戦
國
を
苦
し
む
る
の
強
を
致
し

た
。
点
れ
こ
も
、
其
費
し
た
戦
費
は
幾
萬
を
知
ら
す
、
且

有
無
の
生
璽
を
犠
牲
ご
し
殖
民
地
は
全
部
没
冠
せ
ら
れ
、

莫
爾
…
腕
ビ
も
考
へ
ら
る
、
ラ
．
4
ソ
、
シ
レ
ジ
ア
の
地
は
殆

ご
失
は
れ
、
戦
前
雄
飛
せ
し
軍
艦
商
船
は
癒
は
れ
、
あ
ま

つ
さ
へ
亘
金
の
償
金
を
負
ひ
、
又
立
つ
能
は
ざ
る
の
悲
境

に
陥
っ
た
（
u
然
し
肩
書
を
し
て
全
然
破
滅
せ
し
め
な
け
れ

ば
已
ま
な
い
ご
盤
鳴
し
だ
聯
合
國
の
虜
置
ご
し
て
は
、
今

同
猫
逸
が
　
と
。
。
碧
。
　
H
b
鴨
蕊
9
　
を
佛
國
に
返
却
し
、

。。

]
河
畔
の
而
炭
を
佛
國
に
護
り
、
ラ
イ
ン
河
絆
を
軍
備

施
設
禁
止
地
こ
し
、
東
部
地
方
の
一
部
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

輿
へ
、
上
シ
レ
ジ
ア
の
我
を
ボ
ー
ラ
ン
ド
に
譲
り
、
闘
民

投
票
地
域
こ
し
、
キ
ー
川
運
河
其
他
二
三
港
澱
の
協
野
並

に
河
川
の
…
開
放
等
で
富
ん
だ
の
は
、
濁
逸
に
取
て
は
實
に
．

恩
憲
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
≧
。
。
p
8
弘
b
ほ
蟄
ρ

ω
舞
「
流
域
益
に
土
シ
レ
ジ
ア
は
石
炭
、
鐵
の
大
産
地
で
あ

り
、
ピ
。
霞
罫
嵩
に
は
又
ω
巴
け
を
も
産
す
る
か
ら
、
此
等
の

喪
失
は
濁
逸
工
業
に
取
て
は
多
大
の
打
撃
に
相
蓮
な
い
Q

私
は
始
め
は
爾
腕
を
切
断
さ
れ
π
野
寄
ご
思
考
し
セ
の
で

あ
る
が
、
よ
く
考
て
見
る
ご
、
例
へ
一
部
の
炭
田
地
は
失
は

れ
淀
に
せ
よ
、
濁
逸
の
炭
暦
は
決
し
て
之
が
全
部
で
は
な

い
。
国
ω
ω
2
附
近
戸
多
門
河
畔
〉
鋤
。
ぎ
博
附
近
等
に
樹
豊

富
な
炭
田
が
あ
り
、
爾
南
部
ω
舞
9
μ
邊
よ
り
も
幾
分
の

産
出
あ
り
、
北
部
の
低
地
よ
り
は
塊
炭
を
出
す
ご
云
ふ
有

機
で
あ
り
、
鐵
の
如
き
も
国
ω
ω
9
　
附
近
に
は
廣
大
の
籔

賑
が
あ
）
、
上
シ
レ
ジ
ア
に
も
産
田
地
は
獲
て
居
り
、
製

鐵
の
中
心
た
る
囚
讐
℃
勺
の
大
工
勲
等
は
失
は
れ
す
、
其

他
各
地
に
散
在
す
る
工
場
の
如
き
も
、
濡
事
の
鴬
め
何
等

損
傷
を
蒙
て
居
ら
な
い
し
、
交
癒
機
關
π
る
鐡
滋
は
少
々

損
害
を
蒙
た
が
、
よ
く
濃
達
せ
る
二
河
の
如
き
は
毫
も
損

じ
て
居
な
い
か
ら
、
轍
逡
上
の
不
便
は
少
も
な
い
。
化
學

工
業
の
要
素
だ
る
ω
聾
は
ピ
。
玉
箒
お
以
外
に
爾
産
鵬

も
少
く
な
い
か
ら
、
化
學
工
業
上
士
程
の
打
撃
も
受
け
て

居
な
い
。
夫
の
殖
民
地
の
如
き
全
部
失
だ
ご
は
云
へ
、
夫



の
墨
型
洋
中
に
あ
る
し
Q
斜
巳
8
の
こ
ビ
き
は
景
色
こ
そ
よ
　
　
濁
逸
に
取
て
は
、
寧
幸
囁
で
あ
る
こ
も
損
害
で
あ
る
ご
は

け
れ
、
示
島
で
、
之
を
失
π
庭
で
纏
湾
上
ざ
れ
程
の
損
害
考
へ
ら
れ
な
い
。
（
欄
逸
殖
民
地
の
恢
復
問
題
ミ
其
維
濟
歌
態
）

ご
も
認
め
ら
れ
な
い
し
、
夫
の
渚
①
ξ
σ
q
魯
営
の
如
き
は
地
積
　
　
　
夫
よ
り
も
濁
逸
の
大
損
害
ご
串
す
べ
き
は
戦
時
中
幾
萬

は
雪
避
ひ
け
れ
ざ
も
、
熱
帯
下
の
地
で
内
部
は
熟
帯
の
密
　
　
の
生
璽
を
失
だ
事
、
並
に
有
力
で
あ
っ
た
商
船
を
失
た
事

林
で
猛
獣
毒
蛇
の
綾
家
ご
し
て
、
爾
探
陰
も
鵠
來
て
居
な
　
　
ご
で
あ
る
。
現
今
は
既
に
資
本
萬
能
の
時
代
で
な
い
。
工
業

い
土
地
で
あ
り
、
疫
病
が
多
く
、
臼
入
の
移
往
に
適
し
な
　
　
は
入
力
に
依
る
時
代
だ
か
ら
、
此
入
力
を
失
π
事
は
多
大

い
土
地
で
あ
り
、
南
洋
諸
島
の
如
き
は
小
島
許
で
、
経
濟
　
　
の
損
失
で
あ
り
、
又
商
船
を
失
た
事
は
海
外
よ
り
原
料
品

上
儂
値
の
あ
る
の
は
ア
ソ
ガ
ウ
ル
島
の
燐
忍
石
位
で
他
は
　
　
を
輸
入
す
る
に
當
て
、
外
國
船
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

黒
帯
の
珍
い
物
を
算
す
位
に
止
て
居
る
。
此
等
を
失
た
慮
　
　
い
ご
云
ふ
不
便
を
生
す
る
。
夫
で
糧
嚢
の
事
情
は
完
全
で

で
零
墨
に
ざ
れ
だ
け
の
損
失
こ
も
思
へ
な
い
Q
　
（
實
地
視
　
　
あ
る
に
せ
よ
、
現
下
の
庭
、
工
業
の
挨
復
を
見
る
事
は
三

振
）
殖
民
地
中
で
稽
償
値
あ
ウ
ご
考
へ
ら
る
、
の
は
、
阿
　
　
極
困
難
で
、
猫
逸
が
從
來
の
様
に
世
界
の
競
孚
場
裡
に
花

弗
利
加
の
領
土
で
あ
っ
て
、
コ
ブ
ラ
、
護
護
等
を
供
給
す
　
　
を
険
か
せ
る
事
は
。
前
途
遼
遠
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

る
他
、
棉
花
の
生
育
に
適
す
る
の
で
、
濁
逸
は
之
に
裁
培
　
　
ぬ
。

地
ご
し
て
希
望
を
扇
し
て
居
π
。
然
し
其
他
の
ト
ー
ゴ
　
　
　
然
し
濁
入
は
屡
申
す
如
く
、
極
く
組
織
的
な
、
研
究
的

弓
、
カ
メ
ル
ン
等
は
別
に
何
等
贋
値
を
有
し
な
い
許
で
　
　
な
人
聞
で
む
る
、
夫
で
戦
事
中
に
も
決
し
て
研
究
を
怠
る

な
く
、
之
を
維
持
す
る
に
は
年
々
少
か
ら
濾
費
用
を
要
す
　
　
事
の
な
く
、
食
糧
品
其
他
の
輸
入
杜
絶
の
爲
め
、
必
需
品

る
ご
云
ふ
位
で
、
此
等
殖
民
地
を
失
た
事
は
財
政
困
難
の
　
　
の
敏
乏
を
戴
す
る
に
至
て
や
、
之
に
代
用
品
を
褒
明
し
、

　
　
　
第
一
ハ
巷
　
　
　
維
　

築
…
　
　
槻
紐
轡
地
理
　
上
よ
り
見
た
る
戦
後
の
…
世
界
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
號
　
　
　
　
七
七
　
　
（
二
四
・
七
）



　
　
　
筑
躍
山
二
二
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
醐
汁
軸
恥
曝
上
よ
り
隣
兄
ぬ
ろ
戦
紬
伐
㊦
世
界
（
下
）

以
て
虚
説
を
補
た
ご
云
ふ
事
は
、
墨
入
の
屡
聞
く
慮
で
、
こ

れ
だ
け
で
も
其
研
究
心
の
強
い
事
の
察
せ
ら
れ
る
し
、
又

濁
逸
で
は
戦
後
の
恢
復
を
早
く
す
る
爲
に
、
戦
時
中
か
ら

各
種
の
準
備
を
怠
ら
す
、
人
力
ご
原
料
ご
さ
へ
あ
れ
ば
何

時
か
ら
で
も
、
機
械
を
蓮
轄
し
得
る
様
に
し
て
居
る
ご
い

ふ
が
、
何
分
大
戦
の
事
で
あ
る
か
ら
、
準
・
備
云
々
は
事
實

で
な
い
に
せ
よ
、
舌
人
が
夫
程
進
取
的
の
考
を
持
て
居
る

ご
云
ふ
事
だ
け
は
、
認
め
る
事
が
待
謡
ま
す
。
斯
る
人
間

だ
か
ら
、
何
時
迄
も
現
今
の
儘
に
止
て
居
る
と
は
考
へ
ら

れ
な
い
。
ま
し
て
工
業
駿
達
上
に
於
て
、
人
力
及
商
船
以

外
に
は
差
し
認
る
打
撃
を
受
て
居
な
い
に
曾
て
を
や
で
あ

る
。

　
現
冷
，
の
塵
で
は
商
船
は
無
く
萬
事
疲
弊
し
て
居
る
か

ら
、
西
前
に
も
っ
て
居
た
南
米
、
中
米
、
並
に
亜
細
亜
方
面

に
於
け
る
、
乃
至
は
支
那
に
於
け
る
勢
力
を
失
た
ビ
は
云

へ
、
夫
等
地
方
に
は
濁
系
の
人
聞
の
残
存
し
て
居
る
事
は

決
し
て
少
く
な
い
か
ら
、
此
等
は
年
和
後
は
直
に
商
業
上

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
八
　
（
二
四
八
）

に
活
動
を
開
始
す
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
風
詠
國
力
の
恢
復

に
珍
し
て
も
、
陰
に
陽
に
骨
を
折
る
に
相
違
な
い
。
斯
く

考
へ
る
時
、
濁
逸
ご
云
ふ
國
は
今
同
の
戦
孚
で
永
久
に
衰

退
し
て
し
ま
う
ご
は
如
何
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
ご
云
ふ

世
論
の
方
に
賛
同
し
や
う
ご
思
ふ
Q

　
最
後
に
英
國
は
如
何
、
英
國
は
目
本
ε
同
様
島
國
で
、

敵
國
ご
薩
接
界
を
接
し
て
居
な
い
の
で
、
交
瓦
焼
中
で
も

古
癖
を
失
た
事
は
比
較
的
少
い
、
然
し
海
軍
力
を
以
て
濁

逸
を
封
鎖
し
た
の
で
、
此
方
面
に
於
て
蒙
た
損
失
は
決
し

て
少
く
は
な
い
。
又
潜
航
艇
の
予
め
、
商
船
の
蒙
た
損
失

も
少
く
は
な
い
、
且
学
費
は
他
の
変
戦
國
以
上
に
多
額
に

上
て
居
り
、
戦
前
さ
し
も
富
國
た
り
し
英
國
も
、
今
は
互

額
の
債
務
を
負
ふ
事
に
奪
つ
穴
の
だ
か
ら
、
不
和
後
直
に

從
來
の
商
戦
に
加
は
る
事
は
暫
く
困
難
で
あ
る
。
他
の
交

戦
國
同
風
、
嘉
事
は
國
力
恢
復
に
カ
を
注
が
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　
然
し
英
國
の
場
合
に
満
て
は
、
事
情
は
他
の
交
戦
園
ご



は
異
て
、
有
利
な
黙
が
多
い
、
夫
れ
は
殖
民
地
に
有
力
な
　
　
の
で
あ
る
Q
此
他
商
阿
、
西
恋
盛
よ
り
は
金
剛
石
、
金
、
馬

土
地
が
あ
る
の
こ
、
商
船
の
爾
優
勢
で
あ
る
事
ご
で
あ
　
　
來
か
ら
は
錫
ご
云
ふ
風
に
、
貴
重
な
産
物
も
少
く
な
い
。

る
。
殖
民
地
ご
申
せ
ば
瀦
奈
陀
、
印
度
、
濠
洲
、
乃
至
は
　
　
書
写
李
洋
並
に
印
度
洋
の
諸
島
か
ら
は
コ
ブ
ラ
だ
の
燐
磯

馬
來
、
英
領
ボ
ル
子
嚢
等
で
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
も
経
濟
　
　
石
等
を
産
す
る
。
供
給
斯
る
豊
富
な
殖
民
地
を
有
し
て
居

上
重
要
な
土
地
で
、
抽
奈
陀
、
印
度
、
濠
洲
の
如
き
は
、
　
　
る
か
ら
、
英
國
は
例
へ
戦
時
中
に
於
て
多
大
の
戦
費
を
費

共
に
世
界
に
於
け
る
小
萎
の
大
産
地
で
、
人
口
の
少
い
露
　
　
し
債
務
を
負
ふ
た
に
せ
よ
、
今
後
之
を
恢
復
す
る
事
は
必

だ
か
ら
、
殆
ざ
全
部
を
楡
出
す
る
事
が
出
騰
る
G
英
本
國
　
　
す
し
も
困
難
で
な
か
ら
う
，

は
全
然
農
業
の
出
漁
な
い
土
地
で
、
食
料
品
は
全
部
海
外
　
　
　
商
船
の
如
き
、
戦
事
の
結
果
滅
少
し
π
に
違
ひ
は
な
い

に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
不
足
は
此
等
殖
民
地
か
ら
供
給
　
　
が
、
何
分
職
前
に
捨
て
世
界
に
於
け
る
船
舶
総
噸
数
の
約

を
受
け
る
事
が
出
熱
る
。
小
鰭
許
で
な
く
、
加
奈
陀
ご
云
　
　
孚
を
有
し
て
居
た
世
界
唯
一
の
海
運
國
で
あ
る
だ
け
に
、

ひ
、
濠
洲
ご
云
ひ
、
何
れ
も
牛
羊
の
産
に
富
て
居
り
、
印
　
　
減
少
し
た
ビ
は
云
へ
、
樹
世
界
中
其
右
に
田
つ
る
も
の
は

度
は
牛
に
予
て
世
界
一
で
あ
る
か
ら
、
肉
類
、
乃
至
は
乳
　
　
な
く
、
依
然
ご
し
て
昔
の
勢
を
失
は
す
、
太
西
洋
上
の
海

製
品
の
如
き
、
露
地
よ
り
仰
ぐ
事
が
出
至
る
。
夫
で
英
國
は
　
　
上
樺
を
掌
握
し
て
居
る
事
は
、
昔
ご
極
り
な
い
。
故
に
殖

海
上
の
交
通
機
關
さ
へ
完
備
し
て
概
け
ば
、
食
料
上
の
心
　
　
民
地
其
他
よ
り
、
食
料
品
、
原
料
品
を
容
易
に
取
り
寄
せ

配
は
な
い
。
工
業
の
原
料
品
に
し
て
も
、
殖
民
地
よ
り
充
　
　
る
事
が
出
摩
、
叉
製
造
品
を
需
要
地
に
自
田
に
供
給
す
る

分
に
得
る
事
が
出
來
る
。
帥
濠
洲
、
南
阿
の
輩
毛
、
印
度
　
　
事
も
出
売
る
。

埃
及
の
棉
花
、
馬
糧
阿
弗
利
加
の
護
護
等
は
其
著
し
い
も
　
　
　
爾
一
つ
有
利
な
の
は
、
載
孚
の
結
果
得
た
新
製
圭
で
あ

　
　
　
第
六
巻
　
　
雑
　
纂
…
　
経
濟
地
理
上
よ
り
見
実
る
戦
後
の
世
界
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
九
　
（
二
四
九
）



餓
穿
山
韻
士
　
　
　
維
　
纂
　
　
　
継
受
地
理
上
よ
り
h
兄
れ
る
陥
戦
後
の
世
界
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
卍
二
號
　
　
　
　
八
○
　

（
二
五
〇
）

る
Q
落
ち
太
李
洋
上
で
は
濁
領
の
諸
島
を
管
理
し
、
阿
弗

利
湘
で
は
濁
領
東
阿
弗
利
加
［
及
西
南
阿
弗
利
加
を
管
理
し

カ
メ
川
ソ
を
合
は
せ
、
埃
及
は
永
久
に
英
國
の
保
護
地
ご

な
つ
淀
。
此
陣
苔
癬
魏
に
於
て
猫
領
を
管
理
す
る
事
に
な

っ
た
の
は
、
英
國
從
來
の
宿
望
で
あ
っ
た
。
阿
弗
箱
煎
の

縦
の
連
結
を
完
成
す
る
事
に
な
り
、
阿
弗
利
加
の
開
門
上

の
み
な
ら
す
、
英
本
論
の
経
面
上
除
程
の
意
味
を
備
ふ
る
噛

事
ご
思
ふ
。

　
斯
る
有
機
で
あ
る
か
ら
、
英
幽
が
勢
力
の
恢
復
を
な
す

事
ば
、
蓋
至
難
の
事
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
殊
に
英
國
は

戦
時
中
に
於
て
も
、
燭
逸
商
昂
の
販
路
を
泰
ふ
事
に
努
力

し
、
濁
逸
の
濁
占
冠
た
り
し
染
料
の
・
如
き
も
、
國
内
で
製

造
す
る
事
に
カ
を
用
ゐ
、
政
府
は
資
本
を
出
し
て
工
場
を

建
設
す
を
云
ふ
程
で
あ
る
か
ら
（
凱
尻
博
士
鍬
洲
職
後
の
財
界
ミ
日
本
の
驚
來
）

産
業
の
恢
復
の
如
き
意
外
に
早
き
も
の
が
あ
ら
う
し
、
叉

夫
の
南
米
貿
易
の
如
き
戦
前
に
於
け
る
瀾
係
は
甚
密
接
で

あ
っ
だ
が
、
こ
の
方
面
の
勢
力
は
戦
後
北
米
合
衆
國
の
手

に
移
た
戚
に
打
た
れ
る
け
れ
ざ
も
、
筍
英
域
の
海
膨
力
が

嚢
へ
ざ
る
以
上
、
こ
の
方
面
の
恢
復
も
蓋
困
難
で
な
か
ら

》
フ
。

　
斯
く
考
へ
て
凍
↓
ま
す
ピ
、
購
…
後
に
於
け
る
…
世
堺
郷
｝
濟
上

の
勢
力
は
串
迄
も
な
く
牝
米
合
衆
論
で
、
之
に
亜
で
は
矢

張
り
英
國
で
あ
り
、
濁
、
佛
の
如
き
歓
諸
國
も
早
晩
之
に
を

加
は
る
で
あ
ら
う
。
鳩
合
衆
論
は
其
牧
得
せ
る
電
命
の
富

を
以
て
釜
世
舞
に
大
飛
躍
を
試
る
で
み
ら
う
し
、
蓑
ハ
除
の

諸
藩
は
罠
下
の
庭
國
力
快
復
を
属
的
に
是
ヌ
経
濟
納
活
動

に
老
中
す
る
で
あ
ら
う
◎
し
て
見
る
ご
今
後
に
於
け
る
維

翌
朝
は
必
ず
や
一
層
の
劇
烈
を
加
へ
る
に
相
応
な
い
。
果

し
て
然
ら
ば
其
活
動
の
中
心
は
締
庭
で
あ
ら
う
か
、
三
又

此
経
濟
載
に
醸
し
我
順
は
如
何
に
逸
す
可
で
あ
る
か
、
此

等
は
世
界
の
一
勢
力
ε
し
て
束
洋
に
覇
た
ら
ん
ざ
す
る
我

國
に
取
て
は
最
重
要
な
る
問
題
で
叉
大
に
研
究
す
べ
き

〃
題
ビ
考
へ
る
〇
　
一
霊
棚
我
國
は
今
綴
の
善
事
に
於
て
漁
夫
の

利
を
得
、
一
躍
債
権
國
こ
な
つ
だ
。
我
商
品
の
販
路
は
東
洋



を
初
め
難
じ
爆
撃
し
た
。
然
し
同
じ
成
金
貫
申
し
て
も
、
　
　
は
出
來
な
い
。
國
際
聯
盟
の
性
質
上
斯
る
事
は
よ
も
や
嫁

我
國
の
場
含
は
北
米
合
衆
國
や
英
國
ご
大
に
趣
を
異
に
し
　
　
か
ら
う
ご
は
思
ふ
け
れ
こ
も
、
各
國
が
原
料
品
の
輸
出
禁

て
居
る
Q
ビ
申
す
の
は
、
合
衆
國
は
國
土
廣
大
、
生
産
物
　
　
止
で
も
や
つ
π
曉
に
は
、
忽
打
撃
を
蒙
る
も
の
は
我
國
の

の
豊
富
な
る
、
住
民
は
食
物
に
不
自
由
が
な
く
、
工
業
の
如
　
　
工
業
で
あ
る
Q
爾
日
本
の
工
業
及
貿
易
の
性
質
を
考
察
す

き
も
殆
ご
孔
内
の
原
料
の
み
で
経
堕
す
る
事
の
出
凍
る
、
　
　
る
ご
盆
危
瞼
を
戚
せ
ざ
る
を
得
な
い
黙
が
多
い
。

優
に
自
給
自
足
経
営
を
保
ち
得
る
國
で
あ
る
。
英
國
は
本
　
　
　
一
艘
我
國
工
業
の
原
料
は
、
棉
花
の
如
き
は
北
米
合
衆

國
だ
け
で
は
我
國
ビ
同
標
で
あ
る
が
、
有
力
な
殖
民
地
を
　
　
國
、
印
度
方
面
か
ら
仰
ぐ
が
、
其
他
支
那
か
ら
仰
ぐ
量
も

持
て
居
る
の
で
、
是
又
或
る
程
度
迄
自
給
自
足
し
得
る
の
　
　
少
く
な
い
。
毛
織
物
の
如
き
も
、
原
料
羊
毛
は
殆
ご
全
部

で
あ
る
。
之
に
反
し
、
我
國
は
國
土
狡
小
、
且
山
岳
性
で
　
　
濠
洲
並
に
支
那
よ
b
輸
入
し
て
居
る
。
殊
に
工
業
の
毅
達

あ
り
、
人
々
稠
密
、
食
料
品
も
不
足
で
あ
れ
ば
、
工
業
用
　
　
に
必
要
な
製
鐵
業
の
如
き
は
全
く
支
那
の
御
蔭
ご
云
は
な

原
料
品
も
産
し
な
い
。
殖
民
地
庵
無
い
か
ら
、
其
方
の
補
　
　
「
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
繊
維
工
業
中
の
麻
に
せ
よ
、
支
那

充
も
出
來
な
い
。
夫
の
合
衆
望
や
英
國
さ
全
然
事
情
を
異
　
　
か
ら
仰
ぐ
量
は
少
く
な
い
ご
云
ふ
耳
標
で
、
我
國
工
業
が

に
し
、
全
く
自
給
自
足
を
螢
む
事
の
出
來
な
い
國
で
あ
る
　
　
支
那
に
負
ふ
虚
甚
大
な
る
事
は
論
を
要
し
な
い
。
更
に
我

幸
石
炭
が
豊
富
で
あ
る
爲
に
、
工
業
の
婁
達
を
見
る
に
至
　
　
國
製
造
品
の
需
要
地
に
撃
て
槻
ま
し
て
も
、
我
國
の
輸
出

た
こ
は
云
へ
、
其
原
料
は
殆
ご
海
外
に
柳
で
居
る
の
で
あ
　
　
品
は
北
米
合
衆
國
が
唯
一
の
大
顧
客
で
は
あ
る
が
、
其
以

る
。
棉
花
に
せ
よ
、
黒
毛
に
せ
よ
、
皆
さ
う
で
あ
り
、
鐵
　
　
外
で
は
、
東
亜
が
重
な
市
場
で
、
就
中
最
重
要
な
の
は
支

の
如
き
も
産
由
少
い
か
ら
、
我
國
の
工
業
は
決
し
て
樂
槻
　
　
那
で
あ
る
。
鍮
…
毘
額
十
六
億
圓
中
、
約
孚
は
亜
組
亜
貿
易
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で
、
其
又
約
孚
は
支
那
方
面
こ
の
貿
易
で
め
る
か
ら
、
我

國
経
濟
上
支
那
は
最
大
切
な
國
で
あ
る
ご
云
は
な
け
れ
ば

な
ら
濾
。
戦
後
の
激
烈
か
る
経
濟
活
動
場
裡
に
立
ち
、
我

國
経
濟
の
螢
展
を
計
る
に
は
、
是
非
支
那
に
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
Q

　
而
支
那
ご
云
ふ
國
は
あ
れ
だ
け
の
大
國
で
、
然
も
其
本

部
は
土
地
季
坦
、
豊
饒
、
農
作
に
富
み
揚
子
沿
岸
湖
北
湖

南
の
地
は
天
下
の
穀
倉
ご
適
せ
ら
れ
、
米
の
大
産
出
で
あ

b
、
麻
、
棉
花
等
の
産
も
多
く
、
北
部
満
州
の
地
は
大
豆

小
寺
の
産
を
以
て
知
ら
れ
て
居
る
。
此
等
は
何
れ
も
我
國

の
潟
恋
す
る
庭
の
品
物
で
あ
る
、
鑛
物
に
せ
よ
石
炭
鐵
に

富
で
居
る
。
石
炭
は
現
今
の
庭
我
國
は
難
く
な
い
こ
せ
よ

鐵
は
實
に
我
國
の
切
望
す
る
慮
で
、
所
謂
難
壁
の
鐵
鑛
等

は
我
國
工
業
の
源
泉
を
な
し
て
居
り
、
翠
に
農
鑛
品
許
で

な
く
満
洲
蒙
古
方
面
に
は
羊
毛
の
産
も
豊
富
で
あ
る
。
由

來
支
那
は
宗
敏
上
宝
紳
等
の
原
因
で
鑛
山
の
探
掘
を
喜
ば

す
、
從
て
未
だ
開
登
さ
れ
て
居
な
い
も
の
が
多
い
。
石
炭

の
如
き
其
炭
は
田
本
炭
ご
ば
異
り
、
隊
二
五
の
炭
ご
同
機

夏
期
の
炭
で
、
品
質
も
優
良
で
あ
り
、
炭
暦
…
は
其
擁
域
廣

大
、
埋
炭
量
の
多
い
事
は
世
界
無
比
ご
青
し
て
居
る
。

（政

{
維
継
世
界
石
炭
量
）
現
今
は
僅
に
我
國
の
採
掘
に
係
る

撫
順
逃
蟹
灘
）
の
他
轟
の
果
、
灘
州
、
山
東
の
灘

縣
、
博
山
、
溜
川
、
湖
南
の
出
郷
位
な
も
の
で
探
炭
量
も

拘
少
く
、
近
時
は
鞘
自
足
の
滋
が
つ
い
て
來
た
が
爾
日
本

よ
．
り
之
を
供
給
す
る
の
状
態
で
あ
る
。
然
し
山
西
省
の
如

き
炭
層
の
豊
富
な
る
此
等
の
採
掘
を
完
全
に
す
る
時
、
支

那
の
石
炭
は
實
に
豊
富
で
、
決
し
て
輸
入
を
仰
ぐ
必
要
は

な
い
。
斯
く
考
へ
來
∵
れ
ば
、
支
那
富
源
の
大
な
る
誠
に
北
米

合
衆
國
に
次
ぎ
、
世
忌
中
此
位
の
土
地
は
な
い
の
で
あ
る
。

此
黙
に
於
て
支
那
は
東
洋
の
合
衆
國
ご
申
し
て
よ
ろ
し

い
。

　
此
有
望
な
土
地
を
控
へ
て
居
る
事
は
、
我
國
に
取
て
は

無
二
の
幸
鵬
で
あ
る
。
之
は
如
何
し
て
も
甘
く
利
用
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
漁
。
然
に
戦
後
の
世
界
は
我
國
に
濁



難
せ
し
む
る
を
欲
し
な
い
形
跡
が
盆
顯
著
で
あ
る
。
夫

は
前
述
の
如
く
、
現
今
は
全
く
工
業
の
時
代
で
あ
り
、
．
其

工
業
は
石
炭
ご
鐵
ご
に
因
る
も
の
で
あ
る
Q
石
炭
、
鐵
の

産
地
は
、
世
界
の
文
明
國
ε
し
て
爽
展
し
て
來
た
差
立

を
始
め
、
濁
、
米
、
自
、
佛
皆
是
で
あ
う
、
梢
劣
て
は
居

る
が
露
、
印
度
、
濠
洲
の
如
き
叉
相
當
の
分
野
を
保
て
來

π
。
我
國
の
如
き
も
亦
其
一
ご
し
て
現
今
の
享
宴
を
途
げ

π
の
．
で
あ
る
。
然
に
濁
b
支
那
の
み
は
此
難
件
を
充
分
に

具
備
し
て
居
る
に
も
拘
は
ら
す
、
從
來
利
用
さ
れ
す
、
各

國
の
羨
望
ご
な
っ
て
居
π
。
然
而
今
や
世
界
の
大
勢
一
疋
．

し
、
世
界
経
濟
戦
は
盤
激
烈
な
ら
ん
ε
す
る
に
際
し
π
。

此
無
限
の
富
源
何
ぞ
徒
に
埋
没
に
委
す
る
を
得
ん
。
將
來

の
列
強
は
必
ず
や
眼
を
此
▼
威
に
注
ぐ
に
相
違
な
い
。
世
界

経
濟
戦
の
中
心
ビ
な
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
支
那
た

る
も
の
將
に
畳
醒
す
可
き
の
秋
で
な
か
ら
う
か
。
斯
く
な

つ
で
來
る
時
、
忽
利
害
相
容
れ
ざ
る
も
砂
は
我
國
を
お
い

て
他
に
無
い
の
で
あ
る
。
是
支
那
の
富
源
を
し
て
我
國
の
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六
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濁
占
を
許
さ
な
い
所
以
で
，
夫
の
互
億
の
富
を
濡
し
、
其
費

途
に
苦
し
む
合
衆
國
が
ア
ラ
ス
カ
に
投
資
し
、
南
米
に
投

資
し
、
…
進
で
野
比
利
亜
、
果
は
支
那
に
投
資
す
る
時
、
義
士

の
鋭
く
る
延
暦
や
果
し
て
如
何
許
で
あ
ら
う
か
。
我
國
経

距
の
將
家
は
決
し
て
連
署
を
許
さ
な
い
事
ご
思
ふ
。
殊
に

現
今
支
那
に
封
ず
る
關
係
を
観
る
に
、
或
は
排
日
ご
云
ひ
、

排
貨
ご
云
ふ
、
其
原
因
や
山
東
の
一
問
題
に
あ
る
ご
は
云

へ
、
裏
面
に
於
て
筒
重
大
原
因
の
潜
め
る
な
き
や
を
思
ふ

時
、
其
事
を
し
て
一
腰
深
か
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
果
し

て
然
ら
ば
我
國
が
今
後
世
界
経
濟
場
裡
に
立
つ
に
は
立
動

の
努
力
ε
考
慮
ご
を
要
す
る
事
で
、
殊
に
此
支
那
に
鋤
す

る
問
題
の
如
き
最
愼
重
の
態
度
を
要
す
る
事
ご
考
へ
る
。
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